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「今」によってむすばれる従属複文について On the Complex Sentences formed by ima 　　馬　小菲
64） 原料のコメは「大槌復興米」と呼ばれるひとめぼれ。津波で全壊した自宅跡で菊池さんが
最初の３株を見つけた。津波に乗ってどこからかたどり着き、芽吹いたとみられる。稲は
後に復興のシンボルとして、ＮＰＯやボランティアが少しずつ増やしていった。
　震災から６年が経った今、復興米は被災地に心を寄せるツールとして活用されるように
なった。（2017年５月９日　朝刊　岩手全県・１地方）
65） 疾風のごとく帰国したので、心をブルガリアに半分残したまま上映を迎えた。いただいた
たくさんの感想も、疑惑の表面化から４カ月ほどがたった今、ようやく少しずつ噛み砕け
てきた。（2016年11月25日　夕刊　東特集Ｅ９）
66） 国交正常化から60年を迎える今、フィリピンは語学留学やダイビングなど、私たち日本の
若者にとって身近な国だ。私も学生だった６年前、ＮＧＯのボランティアとして１年間ホー
ムステイをした。（2016年４月30日　朝刊　オピニオン１）
67） 酒造りって面白そうだ。そう思い、31歳で袂（たもと）を連ねた。だが、まだそのときは
宮森に実権はない。山口が酒米を洗っているときに、濁った水を取り換えただけで、ベテ
ランの蔵人たちから「何やってんだ」と怒られた。それから８年たったいま、製造部長を
務める山口は、長谷川浩一や廣木健司からも「寫楽があるのは、山ちゃんがいるおかげだ」
と言われる存在になった。（2016年６月10日　朝刊　福島全県・２地方）
68） ４年前のソチ五輪代表選考会だった全日本のフリーでは、羽生結弦（ＡＮＡ）や高橋大輔
らと同じ最終グループで滑った。当時は高校生。20歳になった今、世界のトップ選手と堂々
と戦える実力をつけ、平昌五輪のメダル候補に躍り出た。（2017年12月25日　朝刊　スポー
ツ２）
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